
ラパン８月 - 01

はじめのうた

季節のカード（行事編）

俳　　句 正岡子規　小林一茶　松尾芭蕉

あそびうた　　ひとでのうた

早口ことば　　「夏の生夏豆」

かぞえうた　　１匹　１羽　１足　　（さかな、カラス、くつした）

今月の詩 およぐひと　　萩原朔太郎

た  し 算 ５の段　

ことわざ 飛んで火にいる夏の虫　　袋の中のねずみ 

見ざる聞かざる言わざる　桃栗三年柿八年　　  

か  け 算 ６の段　　

なぞなぞ

手あそびうた　キャベツはキャッキャッキャッ

今月のことば

今月のうた　　富士の山　　

四字熟語 悪戦苦闘　意気揚々　単刀直入

おはなし ありときりぎりす

童　　謡 靴が鳴る

イメージトレーニング　  森のお友だち（第５話　探検その２）

（イメージしてみましょう）

漢　　詩 廬山の瀑布を望む

百人一首 二条院讃岐　相模　藤原実方朝臣   前中納言匡房　

復習コーナー

暗　　示　　（静かなところで目を閉じて聞きましょう）
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ほととぎす　月ガラス戸の　隅にあり　
　正岡子規

せみ鳴くや　つくづく赤い　風車　
　小林一茶

おもしろうて　やがてかなしき　鵜舟かな　

　松尾芭蕉

 つき　 　ど　  すみ

　な　 　あか　  かざぐるま

　う  ぶね

 

まさ おか  し   き

  こ ばやしいっ  さ

まつ  お　 ば しょう

ラパン８月 - 02

俳　句俳　句俳　句



ラパン８月 - 03

《ひとでのうた》

ひとでのあしはどこにある

ひとでのうではどこにある

ひとでのあたまはどこにある

ああ　ふしぎなふしぎな　うみのほし

ああ　ふしぎなふしぎな　うみのほし

あそびうたあそびうたあそびうた



およぐひと
　萩原朔太郎

およぐひとのからだはななめにのびる　

二本の手はながくそろえてひきのばされる　

およぐひとの心臓はくらげのようにすきとおる　

およぐひとの瞳はつりがねのひびきをききつつ　

およぐひとのたましいは水のうえの月を見る

  に  ほん　  て

　こころ

 ひとみ

　みず　  つき　  み

はぎわらさく た  ろう

ラパン８月 - 04

今月の詩今月の詩今月の詩



ラパン８月 - 05

飛んで火にいる夏の虫

　みずから進んで危険や災難に身を投じること。

袋の中のねずみ

　どんなにあがいても逃げ出すことのできない状態。

見ざる聞かざる言わざる

　自分に関係のないことや他人の欠点などについて、

　批判的な言葉は述べない。

桃栗三年柿八年

　桃と栗は芽が出てから三年、柿は八年たてば実を

　結ぶ。どんなものにも、それなり

　の年数がかかる。

　すす　　　　　き  けん　　  さい なん　　　み　　　とう

　に　　　 だ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 じょうたい

 じ  ぶん　　  かん けい　　　　　　　　　　　　　　 た  にん　　 けっ てん

 ひ　はん てき　　 こと  ば　　　 の

もも　　 くり　　   め　　    で　　　　　　　  さん ねん　　 かき　　 はち ねん　　                み

むす　

　 ねん すう

 と　 　ひ　  なつ　  むし

ふくろ　　なか

 み　  き　 　い

ももくり さん ねん かき はち ねん

ことわざことわざことわざ



１　とらがついてるけれど、動物ではない乗り物は
　なあに？

２　ロープにぶら下がって山から山へつなわたりする
　乗り物はなあに？　

３　病気の人やけがをした人を急いで運ぶ乗り物は
　なあに？

４　足でこがないと前に進まない乗り物はなあに？

　どう ぶつ　  の　 　もの

　さ　  やま　  やま

 の　 　もの

びょう き　 　 ひと　 　ひと　  いそ　 　はこ　   の　  もの

 あし　  まえ　   すす　  の　 　もの　　 　　　　  

ラパン８月 - 06

なぞなぞなぞなぞなぞなぞ



ラパン８月 - 07

《キャベツはキャッキャッキャッ》

キャベツは1 キャッキャッキャッ2

レンコンは
コンコンコン

5 レタスは
パリパリパリ

6

キュウリは
キュッキュッキュッ

3

トマトは
トントントン

4

手でタオルをしぼる

ようにする

なくまねをする

手は下へ
て

かた手のひとさしゆびを

たて、にんじゃのポーズ

にんじんは
ニンニンニン

7 たまねぎ
エンエンエン

8

手のひらをあわせて

上、下にうごかす

手をグーにして

トントントン

て

かた手を上にあげ

あたまをコンコンコン

モヤシは
モジャモジャ

9

くすぐるまねをする

手をおさるさんのように

キャッキャとうごかす

てした て

てて

うえ した

うえ

て

手あそびうた手あそびうた手あそびうた



《富士の山》

富士山に　よくにた お山　

さがしてみよう　見てみよう

利尻岳は　利尻富士　　羊蹄山は　蝦夷富士で

岩手山は　南部富士　　岩木山は　津軽富士

磐梯山は　会津富士　　鳥海山は　出羽富士で

妙高山は　越後富士　　大山は　　伯耆富士

飯野山は　讃岐富士　　開聞岳は　薩摩富士

 ふ 　じ　さん　  やま

 み

　り  しり だけ　  り  しり  ふ　じ　  よう てい ざん　  え　ぞ　 ふ　 じ

 いわ  て  さん　  なん  ぶ    ふ　 じ　  いわ  き  さん　 　 つ  がる  ふ    じ

 ばん だい さん　  あい  づ　 ふ　じ　 　ちょうかい ざん　 　で　 わ　ふ    じ

みょうこう さん　  えち  ご    ふ　 じ　 　 だい せん　 　ほう  き   ふ　 じ

 いい  の   やま　   さぬ   き   ふ    じ　  かい もん だけ　  さつ   ま   ふ　 じ

ふ　じ　  やま

ラパン８月 - 08

今月のうた今月のうた今月のうた



ラパン８月 - 09

悪戦苦闘

　困難を乗り切るために、懸命に努力すること。

意気揚々

　得意で元気あふれるさま。

単刀直入

　余談や前置きをぬきにして、直接問題の要点に入る

　こと。

こんなん　　　の　　　  き　　　　　　　　　　      けん めい　　　ど  りょく

とく  い　　　げん  き

 よ  だん　　  まえ  お　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ちょくせつ もん だい　　  よう てん　　 はい　

 あく せん  く  とう

 い   き  よう よう

たん とうちょくにゅう

四字熟語四字熟語四字熟語



ラパン８月 - 10

　「ありときりぎりす」は、働き者のありと怠け者のきりぎ

りすのお話です。

　お話を聞いた後で、質問にこたえてみましょう。

１　暑い夏の日に、きりぎりすはどうしていましたか。

２　ありは、どうしていましたか。

３　ありはなぜ、そうしていたのですか。

４　きりぎりすは、ありに何と言って遊びに誘ったのですか。

５　あなたなら、きりぎりすとありの生活のどちらをえらび

　ますか。

ありと
きりぎりす

 はたら　　もの　  なま　  もの

　 はなし

　はなし　　  き　　　　　 あと　　　　  しつ もん

　 あつ　  なつ　   ひ

 なん　  い　   あそ　  さそ

 せい かつ

　

おはなしおはなしおはなし



ラパン８月 - 11

廬
山
の
瀑
布
を
望
む

　
　
　
　
　
　
　

李　

白

日
は
香
炉
を
照
ら
し
て　

紫
煙　

生
ず

遥
か
に
看
る

　
　

瀑
布
の
長
川
を
挂
く
る
を

飛
流
直
下　

三
千
尺

疑
う
ら
く
は
是
れ

　
　

銀
河
の
九
天
よ
り
落
つ
る
か
と

ろ

ざ
ん

ば
く

ふ　

の
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

り

は
く

ひ　

こ
う

ろ　

て　

し

え
ん　

 

し
ょ
う

は
る　
　
　
　
　

み

　
　
　
　
　
　

ば
く

ふ　
　

ち
ょ
う
せ
ん　

か

ひ 

り
ゅ
う
ち
ょ
っ 

か　
　
　

さ
ん

ぜ
ん
じ
ゃ
く

う
た
が　
　
　
　
　
　
　
　

こ

　
　
　
　
　
　

ぎ
ん

が　
　
　

き
ゅ
う
て
ん　

お

漢　詩漢　詩漢　詩



わ
が
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は
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見
え
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石
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二条院讃岐

ラパン８月 - 12

百人一首百人一首百人一首
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